
令和５年度における外部評価の実施 

 

１ 実施日及び実施施設 

回 実  施  日 実 施 施 設  

第１回 ８月２日（水） 
・宇部市体育施設（楠地区４施設） 

・宇部市障害者生活支援センター 

第２回 ８月７日（月） 
・宇部市メディカルクリエイティブセンター 

・宇部市楠こもれびの郷 

第３回 ８月２１日（月） 
・宇部市渡辺翁記念会館及び宇部市文化会館 

・宇部市総合福祉会館及び宇部市多世代ふれあいセンター 

 

２ 指定管理者外部評価委員会における審査上の主な意見 

※ 各施設の外部評価の結果については、「指定管理者外部評価結果」のページをご覧ください。 

【業務の履行状況について】 

指定管理者の従業員の適正な労働条件の確保の観点から、労働関係法令の遵守に

係る項目を確認し、評価することが重要である。賃金台帳や出勤簿、就業規則その

他関係書類等の照合をしっかりしたうえで評価していく必要がある。 

近年、各地で災害が発生している中、危機管理マニュアルが整備されているか、

現状にあったものになっているか、改めて確認が必要である。 

 

【サービスの質について】 

  利用者数に対して、アンケートの回答数が少なく感じる。より市民ニーズを反映

させるためには、多くの回答が得られるようにアンケートの取り方を検討する必要

もあるのではないか。 

設備、備品の更新について、指定管理者が対応できない内容に対し、マイナス評

価になるのは厳しく感じる。 

 

【サービス提供の安定性・継続性について】 

  新型コロナウイルス感染症拡大からの影響による利用者の減少や光熱費高騰によ

る支出の増加などがある中、サービスを低下することなく運営を行っているが、マ

イナスの収支には、改善措置を検討し、なお一層の努力をする必要がある。 

 ・減収が続いたケースで、予算額が高く設定されている場合には、前年の収益を加

味した予算の組み方を検討してもよいのではないか。 

  

【民間ノウハウの注入による加点すべき取組の評価】 

 ・施設の持つメリット等を活かすなど、新たな利用客の集客への取組も検討してい

ただきたい。指定管理者において、独自のノウハウを生かし、より一層工夫を凝ら



した事業を行ってもらいたい。 

 

【総括的意見等】 

  業務執行体制を確認する上で、従業員の時間外労働、年次有給休暇などが適正に

管理されているか、資料を基によく確認するようにしてほしい。 

  また、アンケートによって十分な状況の把握と事業分析を行えるようにし、利用

者満足度を高めることで、更なる利用率の向上を図ってもらいたい。 

  半期ごとのモニタリングで、確実にチェックし、改善できていれば、外部評価段

階でのマイナス評価は避けられた事項がある。モニタリングをもっと丁寧に実施し、

必要があれば指定管理者へ適切な指導を行ってもらいたい。 

   

 


